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外科領域 におけるNY-198の 臨床使用成績

澤 田 康 夫 ・橋本伊久雄 ・中 村 孝 ・三 上 二 郎

天使病院 外科

外科領域感染症-13例にNY-198を1回200mg,1日3回,食 後 に経 口投与 した。

皮膚軟部組織感染症 は9例 で,著 効7例,有 効1例,無 効1例 であった。 急性乳腺炎2例 では著効

2例,急 性胆 のう炎2例 では有効2例 であった。総合 して,著 効9例,有 効3例,無 効1例 で,有 効

率92.3%の 臨床効果 を示 した。

細菌学的効果 は,菌 を分離 し得た9例 の うち単一感染の8例 では全例に菌消失 をみ とめ,混 合感染

の1例 に菌の残存 をみた。除菌率 は88.9%で あった。

本剤 に由来す る副作用お よび生化学的検査値の異常は全例 にみ られなかった。

従 って,本 剤 は外科領域感染症 に対 して,非 常に有用 な薬剤 と考え ら礼 また,安 全に投与 し得る

もの と考 える。

NY-198は 北陸製薬株式会社 で新 しく開発 された経 口

用合成抗菌剤で,ピ リドンカルボン酸系抗菌剤の新キノ

ロン系抗菌剤に属す る。 その化学構造はキノロンカルボ

ン酸を基本骨格に,1位 にエチル基,6位 お よび8位 に

フッ素原子な らびに7位 に3-メ チル ピペ ラジノ基 を有

す る(Fig. 1)。

本剤 は殺菌的に作用 し, Staphylococcus aureus, Enter-

ococcus faecalis, Escherichia coli, Klebsiella, Enter-
obacter, Proteus, Serratia, Pseudomonas aeruginosa,
Haemophilus influenzae, Neisseria gonorrhoeae な ど,

嫌気性菌 を含むグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 して,

広範囲な抗菌 スペク トラムと強い抗菌力を有 し,さ らに

種々薬剤耐性菌に対 して も優れた抗菌力を有する。 また,

経 口投与による吸収 は良好で,血 中,お よび各組織 内へ

の移行 は速や かで,尿 中に高濃度 で未変化の まま排泄 さ

れ る1)。

今回,本 剤 を外科領域感染症 に使用 し,そ の臨床効果

を検討す る機会 を得 たので,報 告する。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

I 対 象症例 および投与方法

本院外来 を受診 した皮膚軟部組織 の感染症9例,急 性

乳腺 炎2例,お よび,急 性胆の う炎で入院 した2例 の計

13例 を対象 とした。男3例,女10例,年 齢は19歳 ～74歳

であった。

投 与方法 は1回200mgを1日3回,食 後 に経口投与 し

た。投与期間は5日 ～14日 間であった。

なお,効 果判定は 自覚 お よび他覚 的症状 を中心 として

著効,有 効,や や有 効,無 効の4区 分 とし,症 状の改善

度,臨 床検査値 の推移 お よび細菌学的効果 を参考 とし判

定 した。 この際切 開な どの外科的処置の有無に関係なく

薬剤の効果 を主 として検討 した。

II 成 績

<臨床効果>

臨床効果の概 要 をTable 1に 示す。皮膚軟部組織の感

染症9例 で は,症 例1, 2, 5, 7, 8, 9, 10の7例

に本剤投与後3～4日 で臨床症状の消失 をみ とめ著効と

判定された。症例3は 本剤投与後7日 で臨床症状が消失

し有効 と判 定 された。症例6は 本剤投 与前 に6日 間,

ampicillin (ABPC)を 投与 されていた症例 で,本 剤投与

開始5日 目で腫張,疾 痛 の増強がみ とめ られ無効 と判定

された。

9例 のうち5例 に穿刺,ま たは切 開などの外科的処置

が加 え られ た。残 りの4例 の うち3例 に自潰,ま たは咬

創 に よる創の開放化 が生 じてお り,閉 鎖創であった もの

は症例6の 〓疽症例 のみであった。
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急性乳腺炎の2例 では,い ずれも本剤投与後3日 で臨

床症状の消失をみとめ著効と判定された。外科的処置は

1例に穿刺排膿が施行された。

急性胆のう炎の2例 では,本 剤を7日 間投与し,急 性

炎症々状が消槌し緩解期をむかえて胆のう摘除術を施行

し得たことにより有効と判定された。

以上,外 科領域感染症13例では,著 効9例,有 効3

例,無効1例 の成績であり,有効率は92.3%で あった。

<細菌学的効果>

対象症例13例で,菌 を分離 し得たものは9例 であっ

た。分離菌別 に してみ ると, Serratia marcescens, P.

aeruginosa, Pseudomonas cepacia, Staphylococcus

hominiS単 一感 染各1例,計4例,S. aureus, Sta-

phylococcus epidermidis単 一感染各2例,計4例,S.

hominis, S. epidermidisな どの混合感 染1例 であった。

単一感染の8例 で は,本 剤 投与後に全例 に菌 の消失が

みとめら礼 混合感染の1例 では,菌 の残存 がみ とめ ら

れた。

従って,除 菌効果 は9例 中8例 にみ とめ ら礼 除菌率

は88.9%で あった。

<副作用>

本剤投与中に副作用 と思われ る症状 を呈 した ものは,

まった くみられなか った。 また,本 剤 投与前後 の生化学

的検査値 に も異 常 を呈 した症 例 はみ とめ られ なか った

(Table 2)。

III 考 察

1962年 に発見され たナ リジクス酸(NA)を 始 め とする

ピリドンカルボ ン酸系合成抗 菌剤 は,フ ッ素置換 キノロ

ンカルボン酸骨格 を もつ キノ ロンカルボ ン酸系へ と発展

し,そ の抗菌スペ ク トラム をグ ラム陰性 菌か らグラム陽

性菌にまで拡大 し,嫌 気性菌特 にバ クテ ロイデスに も有

効である。

NY-198は キ ノロンカル ボン酸骨格 の3位C置 換 ピ

ペラジノ基 を有 する新 しい経 口合 成抗 菌剤 であ る。

新キノロン系抗菌剤の特性 として,超 広域 であ るこ と,

耐性菌が少ないこ と,組 織移行が良好であ ること,殺 菌

作用を示す ことなどの利点があげ られてい る2)。

今回の外科領域感 染症13例 に本剤 を使用 した臨床成

績をみて も,皮 膚軟部組織 感染症9例 に対 し,著 効7例,

有効1例,無 効1例 であ り,急 性 乳腺炎2例 では著効2

例,急 性胆の う炎で は有 効2例 であった。総合的 に著効

9例,有 効3例,無 効1例 で,有 効率 は92 .3%と 満足 す

べき成績 を示 した。

細菌学的効果をみても,菌 を分離し得た9例 において,

S. marcescens, P. aeruginosa, P. cepacia, S. hominis, S.

aureus, S. epidemaidtsの 単一感染症例8例 では,全 例に

菌の消失 をみ とめた。混合感染 を示 した1例 においての

み菌の残 存がみ とめ ら礼 除菌効果 は9例 中8例 にあ り,

除菌率は88.9%と 満足すべ き結果で あった。

臨床効果 と細 菌学的効果 を比較 してみ ると症例1で は,

臨床的 には発赤,腫 張,排 膿,疼 痛が本剤投与3日 目で

消失 し著効 と判定 されたに もかかわ らず,そ の後 の分 泌

物の培養で同一分離菌が得 られ ている。一方,症 例6で

は,本 剤投与5日 目に腫張,疼 痛の増強 を示 し無効 と判

定 されたが,そ の後 の分泌物の培養で は投与前の分離 菌

は消失 して いた。このよ うに臨床効果 と細菌学的効果 と

は必ず しも一致 しない点 もあ り,感 染症治療の臨床的な

困難 さの一面 を反映 している と考 えられ る。

また,外 科領 域感染症 の治療成績 に関 して外科的処置

の有無が大 きな影響 をお よほす と考 えられ る。今回の対

象症例の うち,胆 の う炎を除 く11例 で,外 科的処置,す

なわち切開,穿 刺な どの加え られた もの は6例 で,加 え

られていない もの5例 であ る。 しか し,外 科的処置の加

えられていない もの5例 において も,自 潰 によ り,ま た

咬創に より開放創 となってい るものが3例 で,外 科的処

置の加え られない閉鎖創の ままの ものは2例 のみで あっ

た。従 って,今 回の臨床成績 において外科的処置の影響

の重要性 は非常 に低 いと考え られ る。

従 来か ら,こ の系統の薬剤 の服用 で,め まい,ふ らつ

き,て んかん発作,不 眠 などの症状 が3～4%に み られ

るとされ る3)。今回の13例 の経験 では,こ れ ら副作用 と思

われ る症状,お よび本剤 に由来 する と思 われ る生化学的

検査値の異常 はまった くみ とめ られなかった。

さらに,抗 炎症剤 のフェ ンブフェン との併用で痙攣 発

作が誘発 され る懸念が指摘 されている。今回の症 例で は,

抗炎症剤 との併用は行なわれていないが,広 く臨床的 に

本剤 が使用 され るようになった時点で は併用の機 会も多

くな ると思われ注意 を要 しよう。
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NY-198 IN SURGICAL INFECTION

YASUO SAWADA, IKUO HASHIMOTO, TAKASHI NAKAMURA and JIROH MIKAMI

Department of Surgery, Sapporo Tenshi Hospital, Sapporo

We investigated NY-198, a new quinolone antimicrobial agent for its clinical and bacteriological effect.
NY-198 was given orally to 13 patients with surgical infection.

Clinical response was excellent in 9, good in 3 and poor in 1 case. The clinical efficacy rate was 92.3%.
Bacteriological efficacy was investigated against 9 clinical isolates: 8 were eradicated, the eradication rate
being 88.9%.

No side-effects or changes in laboratory findings were noted.


